７　施工方法
７－１　施工手順

	１）事前調査
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	２）仮設工事
	
	地縄張り
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	土留め工
	
	
	残土処分工

	３）掘削工事
	
	軽量アルミ鋼矢板
建込・支保工２段
	
	残土運搬

ＤＴ４ｔ

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	４）基礎工事
	
	再生CR（t=10㎝）

敷き均し・締固め
	
	均しコンｔ＝５ｃｍ

基礎コン＝１０ｃｍ

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	５）据付工事
	
	水平確認
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	６）水張り

（24時間漏水検査）
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	７）埋戻し工事
	
	BH0.28㎥・水締め
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	８）上部スラブ工事
	
	ブロワ配管・設置工事
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	９）試運転
	
	社内検査
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	１０）後かたづけ
	
	浄化槽本体の内外の
水洗い
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	

	１１）検査
	
	

	
	
	


７－２　施工上の注意点
各工種別、手順、内容およびそれに対する問題点と工法、機種選定の要素を記す。
	種　　別
	内容及び選定要素、問題点など
	施工法・機種など

	１）事前調査

２）仮設工事
３）掘削工事
土留工

４）基礎工事
５）据付工事
７）埋戻し工

８）上部スラブ工

９）試運転
	着工前測量を行い、浄化槽の設置位置を縄張りし、関係者と立会し確認する。

地下水の状況によっては、水替え工事の適切な処理をすること。

地山掘削の作業主任者を選任し、オペレーターに直接指揮をとること。

アルミ矢板を設置後、ただちに土留め支保工を設置する。地山が緩んでいないか常に監視する。

土留め作業を行うときは、作業主任者を選任し直接指揮をとること。

掘削が過掘となっている場合、基礎砕石で充填すること。
鉄筋のかぶりはとれているか確認すること。

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄは、水平に打設しているか
９点で管理すること。

浄化槽本体の据え付け前に本体の検査を行うこと（外観異常など）

水平に据え付けを行うこと。

巻出し厚３０㎝でバイブレータを使用し、しっかりと締まるように水締めを行うこと。水を入れ過ぎた場合は、水中ポンプで釜場排水をしながら水締めをすること。

十分な養生を行うこと。
嵩上げ部のコーキングをしっかりと行うこと。

ブロワを稼働させて状況を確認する。
	浄化槽計画管理様式（上下水道局提出用）を作成する。
BH0.28㎥

水中ポンプ



